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環境にイイこと、プラス。�

ユニーの食品リサイクルの方針�

店舗では食品の加工や調理過程、また売れ残りや食べ残しなど、大量の食品廃棄物が発生します。�

これらを廃棄することなく、循環資源として再生利用するために、ユニーではリサイクルシステムの構築に努めています。�

特に、2003年から取り組んでいる食品リサイクルループの環を、�

各地で実施できるように再生利用事業者や農業生産者と一緒に進めています。�

食品廃棄物�
リサイクル�

　2001年、ユニー環境部が設立された時点で、食品リサイ

クル法は制定されており、食品リサイクルをいかに進めるべき

かを検討しました。できるだけ環境負荷の少ない、再生資源

として有効であり経済的に成り立つシステムを構築すること

を方針としました。�

ユニーの方針�

リサイクル実績�

　2001年に食品リサイクル法が施行されるにあたって、ユ

ニーでは各地で「地域循環」を目指し、できるだけ環境負荷

の少ないリサイクルの構築に努めてきました。�

食品リサイクルの歩み�
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●福井市で地域循環堆肥へのリサイクルに取り組む�

●名古屋市内店舗に熱乾燥処理機導入（アピタ新守山店）�

�

●アピタ福井大和田店が地域循環堆肥へのリサイクルに参加�

�

●茨城県で堆肥へのリサイクルに取り組む�

●愛知県内2店舗に真空乾燥機導入�

 （アピタ岡崎北店、アピタ東海荒尾店）�

�

●富山市内4店舗、富山エコタウンに参加（バイオガスによる発電）�

�

●長野県（アピタ伊那店）、奈良県（アピタ大和郡山店）の�

　店舗に真空乾燥機導入�

●愛知県内3店舗で愛知経済連の協力により堆肥化及び作物栽培・�

　販売の実験開始�

●三重県で堆肥へのリサイクルに参加（アピタ鈴鹿店）�

�

●三重県内で堆肥を作って栽培した作物の販売開始�

　（アピタ松阪三雲店）�

●愛知県で2店舗（アピタ瀬戸店、アピタ江南西店）乾燥機導入�

�

●横浜市内3店舗が店舗から排出した食品残さを飼料にして�

　飼育した豚の肉を販売する「横浜有機リサイクル」�

  （登録再生事業）に参加�

�

●愛知県で構築した「食品リサイクルループ」が1月に�

　食品リサイクル法再生利用計画に認定�

●けやきウォーク前橋（アピタ前橋店）、�

　アクアウォーク大垣（アピタ大垣店）に真空乾燥機を設置し、�

  「大根のツマ」をつくるリサイクルループに加わる�

　�

● 愛知県一宮市の周辺市町にある、ユニー･ユーストア・�

　サークルKサンクスのユニーグループで取り組むリサイクルループが�

　完成し、食品リサイクル法再生利用事業計画の申請を提出�

●リサイクル野菜販売店舗を拡大する計画�

●岐阜県（アピタ御岳店）に乾燥機を導入し、「大根のツマ」をつくる�

　リサイクルループに加わる予定�

●魚アラリサイクルを全店実施予定�

安全であり環境負荷が少ないこと。�
（大気汚染・水質汚染を予防し、省エネであること）�

2
再生資源として有効であること。�
（有価資源になり再廃棄しない）�

3
経費が抑えられること。�
（公共処理料金との比較）�

4
継続できる方法であること。�
（リサイクルルートが確立していること）�

（単位%）�

10

20

30

40

50

0

（年度）�

21.0

23.2

29.5

30.2

34.0

　食品リサイクル率は2007年度実績で34％でした。

2006年度に比べ3.8％向上することができましたが、環境

目標の40％は達成できませんでした。これは、名古屋市内で

計画されていた飼料化の施設の取り組みが遅れてしまったこ

とや、岐阜県の魚アラのリサイ

クル実施ができていないことに

よるものです。2008年度は、

愛知県尾張エリアの食品リサイ

クルループの拡大と、遅れてい

る名古屋市の計画が順調に進

めば、リサイクル率は5％以上

の向上が見込める予定です。�
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●リサイクル実績の推移�


